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３
月
29
日
、
「
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
を
実
現
す
る
大
運
動
」

東
京
集
会
が
開
催
さ
れ
、
17
団
体

か
ら
１
３
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
東
京
社
保
協
、

東
京
土
建
、
東
京
自
治
労
連
、
東

京
地
評
、
東
京
民
医
連
、
東
京
保

険
医
凶
器
、
障
都
連
、
保
健
・
衛

生
・
医
療
連
絡
会
の
８
団
体
の
共

催
で
す
。

集
会
は
、
竹
崎
社
保
協
会
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
、
山
口
中
央
社

保
協
事
務
局
長
の
連
帯
挨
拶
に
続

い
て
、
芝
田
英
昭
立
教
大
学
教
授

が
「
社
会
保
障
改
革
の
現
段
階
と

医
療
・
介
護
戦
略
の
ゆ
く
え
」
と

題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
、
こ
れ

を
受
け
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
行
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
①
「
患
者
申
出
療
養
を
安
全
・

保
険
医
学
か
ら
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
田
中
真
希
医
師
（
東
京
保
険

医
協
会
理
事
）
、
②
「
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
」
に
つ

い
て
石
川
純
氏
（
豊
島
区
職
労
書

記
次
長
）
、
③
「
後
期
高
齢
者
医

療
費
助
成
制
度
実
施
か
ら
４
年
が

経
過
し
て
」
折
田
眞
知
子
日
の
出

町
議
、
の
３
氏
か
ら
報
告
を
う
け

ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
、
東
京
土
建
の

丸
山
さ
ん
と
介
護
を
よ
く
す
る
東

京
の
会
の
寺
田
さ
ん
か
ら
発
言
が

出
さ
れ
交
流
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
寺
川
社
保
協
事
務
局

長
が
、
①
30
万
署
名
の
達
成
、
②

国
会
行
動
へ
の
参
加
、
③
網
の
目

学
習
会
の
開
催
、
④
自
治
体
・
議

会
へ
の
働
き
か
け
、
⑤
一
斉
地
方

選
挙
で
社
会
保
障
拡
充
の
議
員
を

ふ
や
そ
う
、
の
行
動
提
起
を
提
案

し
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

医
療
保
険
制
度
改
革
法
案
が
衆
議

院
本
会
議
で
審
議
入
り
し
た
翌
日
の

４
月
15
日
、
東
京
社
保
協
・
東
京
土

建
・
東
京
民
医
連
・
東
京
地
評
の
４

団
体
共
催
の
国
会
行
動
が
行
わ
れ
、

１
０
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
段
の
意
思
統
一
集
会
で
は
、
中

央
社
保
協
の
山
口
事
務
局
長
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
日
本
共
産
党

宮
本
徹
衆
議
院
議
員
が
国
会
情
勢
報

告
を
行
い
、
本
日
の
行
動
を
皮
切
り

に
当
面
、
衆
議
院
の
厚
労
委
員
会
の

傍
聴
と
地
元
議
員
へ
の
要
請
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
ま
し
た
。

議
員
要
請
で
は
衆
参
の
東
京
選
出

議
員
及
び
厚
労
委
員
81
人
に
対
し
て
、

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
の
廃

案
と
徹
底
審
議
を
要
請
し
ま
し
た
。



４
月
16
日
、
い
の
ち
ま
も
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
チ
ェ
ー
ン
会
議
主
催
の
国
会
前

ス
ピ
ー
チ
集
会
が
開
催
さ
れ
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
に
あ
た
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー

ン
会
議
の
本
田
宏
代
表
呼
び
か
け
人

か
ら
「
日
本
の
総
医
療
費
は
先
進
国

最
低
に
抑
制
さ
れ
、
逆
に
国
民
窓
口

負
担
は
先
進
国
最
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
、
更
な
る
医
療
費
抑
制
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
そ
の
も
の
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
と
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
参
加

し
た
保
険
医
協
会
や
民
医
連
、
医
労

連
、
難
病
団
体
の
代
表
が
次
々
と
マ

イ
ク
を
持
ち
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
「
私
た
ち
が
伝
え
た
い

こ
と
は
た
だ
ひ
と
つ
。
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
法
律
は
成

立
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
」
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
確
認
し
て
集
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

豊
島
社
保
協
は
、
「
介
護
報
酬
の

引
き
下
げ
と
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
を

２
月
の
区
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
提
出
に
あ
た
っ
て
、
区
内
92

カ
所
の
介
護
事
業
所
に
署
名
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
、
22
の
事
業
所
か
ら

返
信
を
い
た
だ
き
、
緊
急
に
も
か
か

わ
ら
ず
４
５
０
筆
の
署
名
を
提
出
し

ま
し
た
。

議
会
で
の
意
見
陳
述
や
傍
聴
行
動

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
委
員
会
・
本
会
議
と
も
共
産
党

の
み
賛
成
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
豊
島
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
）

４
月
16
日
、
葛
飾
社
保
協
は
「
な

ん
で
も
相
談
会
」
を
亀
有
駅
前
で
開

催
し
ま
し
た
。
２
月
20
日
、
葛
飾
社

保
協
第
20
回
総
会
が
、
20
団
体
36
人

の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
に
は
、
16
団
体
56
人

が
参
加
し
、
40
件
を
超
え
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
20
回
葛
飾
社
保
協
総
会
総
会
が

２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
文
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

「
安
倍
首
相
は
、
今
年
度
予
算
で
戦

争
の
出
来
る
国
に
す
る
た
め
に
社
会

保
障
を
削
り
軍
事
費
を
増
強
さ
せ
、

国
民
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
政

策
を
進
め
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
東
京
社
保
協
の
寺
川
事

務
局
長
が
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
た
介
護

保
険
改
悪
問
題
で
の
「
ミ
ニ
学
習
会
」

を
行
い
、
葛
飾
社
保
協
副
会
長
で
も

あ
る
和
泉
尚
美
都
議
会
議
員
か
ら
、

都
議
会
に
条
例
提
案
し
た
「
国
保
の

保
険
料
減
免
」
な
ど
都
民
負
担
の
軽

減
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
吉
野

事
務
局
長
が
、
１
年
間
の
ま
と
め
と

今
後
の
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
障
害
者
問
題
で
か
が

や
け
共
同
作
業
所
、
子
ど
も
の
教
育

問
題
で
葛
退
教
、
保
育
問
題
で
保
問

協
、
デ
イ
ケ
ア
ー
に
通
う
体
験
や
介

護
を
良
く
す
る
会
、
守
る
会
な
ど
か

ら
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
を

う
け
、
ま
と
め
と
方
針
、
予
算
と
新

役
員
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
す
こ
や
か
福
祉
会
の
菊

地
副
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

（
葛
飾
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
）
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医
療
保
険
制
度
「
改
正
」
法
案
は
、

「
改
悪
や
め
よ
」
「
徹
底
審
議
を
」

の
国
民
の
切
実
な
声
応
え
ず
、
22
時

間
弱
と
い
う
短
時
間
の
審
議
で
衆
議

院
を
通
過
し
ま
し
た
。

審
議
は
参
議
院
に
移
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
東
京
社
保
協
と
し
て
参

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
傍
聴
行
動

な
ど
の
国
会
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
面
、
５
月
14
、
19
、
21
、
26
日

に
開
催
さ
れ
る
参
議
院
厚
労
委
員
会

の
傍
聴
行
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
事
務
局
ま
で
参
加
者
数
を
知
ら

せ
て
下
さ
い
。
（
９
時
45
分
参
議
院

議
員
面
会
所
集
合
）

あ
わ
せ
て
、
５
月
19
日
に
緊
急
国

会
行
動
（
10
時
か
ら
衆
議
院
第
１
議

員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
）
を

中
央
社
保
協
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

10
時
か
ら
国
会
情
勢
報
告
と
短
時

間
の
意
思
統
一
を
行
い
、
参
議
院
の

厚
生
労
働
委
員
会
の
傍
聴
を
終
日
行

い
ま
す
の
で
、
各
団
体
・
地
域
か
ら

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
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３
月
20
日
、
渋
谷
社
保
協
と
渋

谷
春
闘
共
闘
の
共
催
で
「
医
療
・

介
護
の
大
改
悪
を
許
す
な
」
社
会

保
障
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
、
社
保
協
加
盟
団

体
や
区
労
連
か
ら
45
人
が
参
加
し
、

立
教
大
学
の
芝
田
英
昭
教
授
を
講

師
に
、
政
府
の
目
指
す
医
療
・
介

護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
狙
い
と

戦
略
、
当
面
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

芝
田
教
授
は
、
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
の
制
定
と
そ
の
後
の
具

体
化
の
動
き
や
、
医
療
・
介
護
を

な
ん
の
た
め
に
、
ど
う
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
わ
か
り
や
す

く
話
さ
れ
、
制
度
改
悪
の
目
的
は
、

「
公
的
社
会
保
障
制
度
を
形
骸
化

さ
せ
て
、
人
間
の
命
と
健
康
を
金

儲
け
の
道
具
に
す
る
」
こ
と
に
あ

り
、
市
場
化
す
る
こ
と
で
経
済
成

長
を
図
る
国
家
戦
略
と
し
て
「
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
そ
の
危

険
性
を
告
発
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
、
介
護
現
場

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
「
介

護
現
場
で
は
先
行
き
が
見
え
ず
、

疑
心
暗
鬼
も
広
が
り
、
事
業
所
を

超
え
た
横
の
つ
な
が
り
が
持
ち
に

く
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
実
情

が
語
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
「
今
日
の

話
し
を
聞
い
て
、
現
場
で
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
に
な
っ
た
」
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
芝
田
教
授
は
、
社
会

保
障
充
実
の
財
源
と
し
て
、
消
費

税
に
頼
ら
ず
、
法
人
税
な
ど
を
適

正
に
徴
収
、
内
部
留
保
の
還
元
を

求
め
る
こ
と
。
助
け
合
い
の
実
践

を
制
度
化
に
つ
な
げ
た
経
験
を
活

か
し
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は

な
い
幅
広
い
運
動
が
も
と
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
な
ど
、
改
悪
へ
の

対
抗
戦
略
な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。

３
月
20
日
の
学
習
会
を
受
け
て
、

渋
谷
社
保
協
は
３
月
24
日
、
医
療
・

介
護
の
充
実
を
求
め
る
署
名
・
宣

伝
行
動
を
代
々
木
駅
前
で
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
代
々
木
病
院
、

土
建
渋
谷
支
部
、
民
商
な
ど
か
ら

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
井
渋

谷
社
保
協
会
長
が
対
話
し
、
署
名

に
応
じ
た
青
年
は
、
「
国
が
医
療

や
介
護
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
マ
ス
コ
ミ
は
報
道
し
な
い
」

と
言
い
「
ま
わ
り
に
知
ら
せ
た
い
」

と
署
名
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
帰
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
）

い
の
ち
と
く
ら
し
に
関
わ
る
な

ん
で
も
相
談
会
（
今
年
度
６
回
目
）

を
、
２
月
24
日
に
王
子
駅
前
三
角

公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
相

談
会
に
は
、
実
行
委
員
会
参
加
団

体
か
ら
27
名
が
参
加
し
、
相
談
者

は
17
名
で
し
た
。

今
回
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
、

介
護
相
談
、
生
活
保
護
申
請
、
同

居
人
の
介
護
な
ど
の
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
通
り
過
ぎ
る
方
も

「
次
の
開
催
は
い
つ
？
」
「
出
勤

途
中
な
の
で
今
は
話
せ
な
い
」
な

ど
の
声
も
か
か
り
ま
し
た
。
相
談

に
は
、
医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ

ネ
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
対

応
し
、
実
行
委
員
会
と
し
て
、
会

場
設
営
か
ら
宣
伝
カ
ー
の
運
行
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
北
区
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
）



３
月
29
日
の
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
大
運
動
」
東
京
集
会
の
成
功
を
受

け
て
、
４
月
７
日
に
、
集
会
総
括
の
た

め
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
17
団
体
１
３
９
人
が
参
加

し
、
「
大
変
良
い
集
会
で
し
た
、
こ
れ

を
い
か
に
広
め
て
い
く
か
が
重
要
」
な

ど
た
く
さ
ん
の
感
想
や
意
見
が
よ
せ
ら

れ
る
な
ど
成
功
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
実
行
委
員
会
と
し
て
行

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
、
当
面
、

５
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
半
、
赤
羽

根
駅
西
口
集
合
で
、
北
区
の
都
営
桐
ヶ

丘
ア
パ
ー
ト
で
署
名
・
宣
伝
行
動
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
別

途
連
絡
し
ま
す
が
、
各
団
体
・
地
域
か

ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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４
月
１
日
か
ら
、
65
歳
以

上
の
第
６
期
介
護
保
険
料

（
平
成
27
～
29
年
度
）
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は

下
表
）

都
内
の
介
護
保
険
料
の
基

準
月
額
の
平
均
は
、
第
５
期

と
比
べ
て
５
４
６
円
上
が
り
、

５
５
３
８
円
に
な
り
、
62
区

市
町
村
の
う
ち
58
区
市
町
村

で
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

港
区
の
６
２
４
５
円
を
最

高
に
、
奥
多
摩
町
、
青
ヶ
島

村
、
足
立
区
、
檜
原
村
で
６

千
円
台
に
な
り
、
新
島
村
の

１
５
０
０
円
を
筆
頭
に
、
国

分
寺
市
、
三
宅
村
、
八
丈
町

が
千
円
以
上
の
値
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
成
立
し
た
医
療
・
介

護
総
合
法
に
基
づ
き
、
介
護

保
険
制
度
が
「
改
正
」
さ
れ
、

４
月
か
ら
、
要
支
援
１
・
２

の
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
か
ら
外
さ

れ
、
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
で
き
な
い
深
刻
な
状
況

も
広
が
る
中
で
の
、
大
幅
な

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。


